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・学生の私語が気になる   
上記のような思いを持っていらっしやる方、ぜ  
ひ一度ご相談ください。   
あなたのその思い、一緒に実現・解決したいと  
思っています。   
授業が楽しくなる。学生の意欲が向上する。授  
業の幅が広がる。   







介文を送った。   
高等教育研究企画センターでは授業改善につい  
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授業改善の手法   
授業改善を進めるために次の6つの手法を導入し  
実施した。  
① 授業改善チェックシート  
② 授業参観と検討会  
③ 授業のビデオ撮影とその分析（授業クリニック  
コメントシート）  
④ 授業改善ミニアンケートとその分析  
⑤ 授業者のビデオを見ての振り返り  
⑥ 学生懇談会  


















第4回目 6月5日  
・授業参観と検討会  




氏名 元木幸一   年齢 歳 性別 男 塵  
属部局  人文学部  
以下の問いにお答えください。  
1．教育経験年数についてお答えください。  
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教室に満遍なく座っている。   
48・元木一杉原対談（ビデオの設置  










































その内容にあてはまるものを以下のa～1から選ん   
で○印をおつけください。（複数回答可）   
a．15回分の授業計画（授業内容の構成）   
b．授業内容の学問的水準  
⑥．学生を引きつける授業内容   
d．プレゼンテーションの方法   
e．学生とのコミュニケーションのとり方  
①．授業内の時間配分  




①．学生の理解度を把握する方法   
k．授業に自信を持つにはどうすればよいか，その  
方法など  
1．その他（  ）  
5．改善したい課題を具体的にお書きください。   
・学生に要点をはっきりさせる。   
・授業中の休息  
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質問や感想を書いてください」   
18・学生退出   
25・最後の学生が出席カードを提出。  
・授業者は黒板消しをきれいにし、  
教室の明かりを消す。   
話題にのぼった論点  
◆ 授業内容について  
・単なる美術史ではなく、その背景となる宗教を前   
面に出している。  
・概論というより、一種の専門教育のような教養教   
。  
・物語としてのおもしろさがある内容なので、集中   
して聞いてもらわないといけない。  
・そのための工夫として、途中で雑談を入れる、途   
中で小休憩を入れるなどを行うのもよい。  
・スライドが見えないとおもしろくもなんともない   
授業になってしまう。後ろに座っている学生は、   
余計におもしろくなくなってくる。  
◆ 学生の質問・意見を読み上げることについて  
・受講者数が200名ほどいるので、毎回は無理（本   
授業は5回とると言っている）。  
・一回読み上げたら1点プラスするようにしている。  
・おもしろいもの、数の多いものを取り上げるよう   
にしている。  
・「これは×」というものを取り上げて「×だ」とい   
うことを知らせるのもよい。  
・授業中に10分を超えると「長すぎる」というコ   
メントが生じる。  
・質問に答えるという形式ではなく、授業内に組み   
入れるという形式をとるとよいかもしれない（先   
週の内容なので、実際に組み入れることは難しい   
かもしれないが）  
・学生のコメントにすべてコメントを書いて返して   
いる教員もいるが、それは負担が大きい。しかし、   
学生はそれを基準に他の授業を比較する場合もあ   
る。  
◆ 学生の基礎知識・予備知識について  
・テキストを事前に読んできてもわからないだろう   
と判断しているので、特に読んでくることを前提   
とはしていない。  
・わからなくてもいいから、「小説みたいに通して読   
む」ことで感じ・味わえるものがある。  






個別支援型FD 検討会（元木先生）2007／5／8 文  
責：杉原  
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りも黒板に書いたり配布資料に目次を書く。  ・配付資料に書いてあるものは、スライドのタイト   
ルと作者くらいなもの。授業内容については、テ   
キストに書いてある。資料には、該当するスライ   
ドがテキストの何ページに掲載されているかを書   
いている。  
・学生は書いてあるだけでは対応させられないかも   
しれない。口頭で「テキストの何ページ」と言っ   
た方が学生も意識できるのではないか。  
・我々の常識に頼ってはいけない。学生は知らない   
ことが多い。（例）「高見盛」を知らない学生も多   
いのではないか。  
◆ 学生に挙手を求めることについて  
・わかりやすい（答えやすい）質問に対しては答え   
やすい。  
・手を挙げてくれる人がいることを想定して尋ねて   
いる。  
・わかりにくい（手を挙げにくい）質問を繰り返し   
ていると、わかる時にも手を挙げなくなってしま   
うこともある。  
◆ その他  
・やる気のある学生も、仲間と一緒に座ることを優   
先してしまっている場合がある。仲間がやる気が   
なく寝てしまっていると、その雰囲気に飲まれ（ま   
た、後ろに座るのでスライドが見えづらい）、やる   
気のある学生も次第にやる気を喪失していくこと   
も考えられる。   
授業のビデオ撮影とその分析（授業クリニックコメント  































営に関するもの（あれば）を1～2件 を紹  
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◆表現（良い点）   
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自由に見てもらうことにした。   
授業者の観察記録は以下の通りである。  
《DVD を授業者が見た観察記録》  
by元木幸一  
（6月5日） 25分に故障。  
・意外に真面目に聴いている学生が多い。ただ、中   
列の女子学生四人がずっと私語をしており、後列   
の男子学生が別の本を開いている（多分他の科目   
の予習）。  




・話す姿勢が悪い暗がある。片手を机についている   
こと多し。  
・冗談などをぼそぼそというとき、聞きにくい。ま   
あ、これは聞かなくても良い内容だが、少なくと   
も授業の参加意識への障害とはなる。   
この時は、それまでスイッチ係をやってくれた学   
生がいなかったので、何度もスクリーンなどのス   
イッチを操作するために降りたり、上ったりして   
授業の流れが妨げられている印象。→これは翌週   
から3年生の学生に頼んだので解消された。  
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づける。  
・自分たちの質問（カード）に答えてくれるのがよ   
い。  
・先生の声が聞きやすい。考える時間を与えてくれ   
る、ゆっくりとした話し方、間がある。  
・スライドを見ながら、絵について考えられるのが   
よい。  
・スライドをアップにしてくれるところがよい。  
・絵の意味（背景や、そこに善かれているものが象   




・あえていうと、（仕方ないけれど）スライドのため   
部屋を暗くすると眠くなる。  
・休憩3分なら要らないかも。その分、授業の最後   
の方がバタバタとする。  
・書くのが遅いので、板書の後、すぐスライドで部   
屋を暗くすると書けない。  
◆授業の内容（難易度）について  
・用語でわか らないものもある（exマグダラ、聖   
書の中身）。  
・配布資料に載っていないスライドがたまにあるの   
で、その時はちょっととまどう。  
・どの授業も100％わかるものなどないので、どの   
くらい興味を持てたか、後で調べてみようと思え   
るかが大切。わからないところもあるけれど、お   
もしろい。  
・テーマを絞っているので、内容の流れはつかみや   
すい。  
・わからない用語や内容が出た場合、その場で（電   
子）辞書をひく。  
・たまに教員に聞くこともある。  













・下を向いて講義すること多い。→もっと学生を   
見た方が良い。  
・後ろから2列目の女子学生は内職をしている。   
暗くなってもまだやっている。  
・大島氏の指摘通り、この回は「えー」という発言   
が多い。←このころから授業クリニックの検討内   
容が気にかかりながら授業をしているからか。  
・クラーナハの部分図スライドは確かに全体図が   
欲しい→全体図スライドを撮りましょう。  
・学生のマイクでの声はあまり聞こえない。  





学生懇談会   
学生懇談会には1年2名、2年1名、3年2名の  
合計5名の学生が参加した。いずれも女子学生であ  








・みんながこの授業の部屋にバーツと入っていった   
ので、いい授業なんだと思い履修。  
◆授業のいいところについて  
・学生にいろいろ話を聞いて回るのがいい。いろん   
な人の話を聞けて楽しい。自分とは違う考えに気  
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註   
平成18年度山形大学教養教育改善充実特別事業  
報告書『教養教育 授業改善の研究と実践』（平成  
19年3月発行）の「第5章 さらなる授業改善に向  
けて」と『第57回東北・北海道地区大学一般教育  
研究会 研究集録』（平成19年発行）の「授業改善  
に有効な個別支援型FDの試み」（53～56頁）を参  
照していただきたい。  
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